
【ＤＯ（実施）】
後期基本計画（令和３年度～令和７年度）における数値目標

施策経費

施策の概要（細施策）

令和 4 年度 施策評価表

施策担当部 福祉保健部 部長 吉村　武史
施策担当課 地域包括支援センター 参事 角野　章子

Ｒ３目標値Ｒ４目標値Ｒ５目標値Ｒ６目標値Ｒ７目標値 Ｒ３年度

Ｒ３実績値Ｒ４実績値Ｒ５実績値Ｒ６実績値Ｒ７実績値 達成率 進捗率

80 82 84 84 86

49

80 85 90 95 100

13

施策達成状況の説明

Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度
決算 予算 見込

事業費 284,542 314,212 302,580

国庫支出金 61,033 68,103 63,943

県支出金 26,521 28,939 26,972

地方債 0 0 0

その他 104,742 112,205 106,164

一般財源 92,246 104,965 105,501

人件費 27,869 44,039 ─

フルコスト 312,411 358,251 ─

施策 0602
高齢者の生きがいづくりと介護予防
の推進

施策の方針
　高齢者の生きがいづくりと社会参加の促進を図るとともに、身体機能の低下抑制及び歯・口腔の健康づくり
を推進する。

関連する
SDGsの
ゴール

指標名 単位
基準値
（Ｒ１）

① 介護予防教室の利用団体数 団体／年 76 61.3% 57.0%

② 住民主体の「通いの場」の拠点数 箇所 20 16.3% 13.0%

③

④

⑤

（単位:千円） 特記事項

内
訳

060201
高齢者の生きがいづくりと
社会参加の促進

　高齢者一人ひとりが生きがいを感じながら社会生活を営むことができるよう、就労や地
域活動等の社会参加をしながら、生涯現役として活動できる環境づくりに取り組みます。

060202
高齢期の身体機能の低下抑
制と健康づくり

　加齢による身体機能の低下や生活習慣病による要介護化を予防するため、高齢者健診の
受診促進や高齢者のフレイル等の特性に着目した健康支援の充実を図り、介護予防と生活
習慣病の重症化予防を連動させた健康づくりを支援します。
　また、高齢者が身近な地域で楽しく健康づくりを続けることができるよう、住民主体の
「通いの場」を支援するなど、高齢者の健康の維持・増進を図ります。

060203
高齢者の歯・口腔の健康づ
くり

　歯周病や歯の喪失、口腔機能の低下を予防するため、口腔ケアの重要性について普及啓
発に取り組むとともに、歯や口腔機能の維持・向上を目的とする介護予防事業の取組を推
進します。

①介護予防教室については、新型コロナウイルス感染症の拡大防止による講座の休止の影響を受け、令和元年度に170回であった実施回数が、令和
2年度には112回、令和3年度は127回と減少したため、利用団体数も減少している。
②通いの場については、国が定める通いの場の定義が変わってきていること及び新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、様々な集まりの把
握が難しかったため減少している。



【ＣＨＥＣＫ（評価）施策担当部長】

【ＡＣＴＩＯＮ（改善・改革）】

令和５年度新規事業

施策を達成する上での問題点・課題

　介護が必要となる主な要因は、加齢による心身の機能低下と生活習慣病の重症化によるものである。そのため、要介護とならない、または介護
が必要な時期を遅らせることができるよう、高齢者の保健事業と介護予防事業の一体的な取組、身近な地域で市民自ら介護予防や健康づくりに取
り組むための拠点整備、社会参加の場としての定着及び活動を継続できる仕組みを構築する必要がある。

上記の問題点・課題を踏まえた事務事業の改善・改革や新規事業についての考え方

　介護予防は、日頃から心身の機能の維持・向上に努めることが重要であることから、町内会やボランティア団体等と連携し、市民が自主的に地
域の身近な場所で健康づくりに取り組める環境づくりや普及啓発を行う。

令和５年度見込

0

事業名 担当課 対象・事業概要など
事業費（千円）

1

2

3

4

5


